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カ ッパ ドキア三教父の霊性 （その 二）

　 一 神秘思想の 父 ニ ュ ッ サ の グ レ ゴ リオス

久松 英二

序

　行動の 人バ シ レ イオス 、 神 学的雄 弁家 ナ ジ ア ン ゾス の グ レ ゴ リオス に対 し 、

ニ ュ ッ サの グ レ ゴ リオ ス （Gregorius　Nyssenus，
330以降 〜 394）は思索の 人、

い わば 「宗教哲学者」
1）で あ り、 鋭 い 思 弁能力 を備 え た理論 家で あ る 。 そ の

霊 的教 えに は兄バ シ レ イ オス の 影響 もは っ き り認め られ るが 、 修辞学教 師の

職 を辞 し、 すで に 結婚は して い たが 、 ポ ン トス 地方 に ある兄 に よ っ て 建て ら

れ た一
修道院 に隠遁す る よ う動機づ けた の は 、 ナ ジ ア ン ゾ ス の グ レ ゴ リオ ス

で あ っ た 2）
。 しか し 、 そ の 後グ レ ゴ リオ ス は 不本意で は あ っ たが 、 兄バ シ レ

イオス に よ っ て 371 年 、
カ ッ パ ドキ ア の

一
小都市ニ ュ ッ サ の 主教 に 就任 。 無

名 の こ の 町は 彼 の 活躍 に よ りニ カイ ア 派の 牙城 とな っ た 。 だが 、彼 は ヴ ァ レ

ン ス 帝 を後 ろ盾 に した ア レ イ オ ス 派 との 論争 に よ り、 3年 間追放の 身 とな っ

た。 ヴァ レ ン ス の 死 （378年）に よ りニ ュ ッ サ に 復帰 した 彼 は 、 ア ン テ ィ オ

ケ イ ア の 主 教 会議 （379年） に 出席 し、 ア ラ ビ ア 、
パ レス テ ィ ナ を巡 歴 。

コ

ン ス タ ン テ ィ ノ ポ リス 公 会議 （38正年）で は 、 ナ ジア ン ゾス の グ レ ゴ リオ ス

の 主教 就任 を祝 う説教 を な し 、 正統派 の 最 も優 れ た代弁者 と して 活躍 。 394

年の コ ンス タ ン テ ィ ノ ポ リス 主教 会議 の 直後 に没 した 。

　彼 は多 くの 著作 を残 したが 、 霊性 史 に と っ て 最 も注 目すべ き著作は 、 修徳

的著作群お よび 多くの 聖 書 に 関す る講解の 中に見い だ され る 。 修徳 的著作で

第
一

に挙 げ られ るべ きは 、 年代的 に最 も古 くまた有 名 な 『処 女性 に つ い て 』
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（De 　Virginitate）3）で ある 。
こ れ は 370年バ シ レ イオス の 主教選 出直後 に書

か れ 、 グ レ ゴ リ オ ス の 全著作 中 、 お そ ら く最古の 作品 と見 な され て い る
4）

。

こ の 作 品 と対 を なす の が彼の 姉で あ る聖 マ ク リ ネの 伝記 『聖 マ ク リ ネ伝』

（Vita　sanctae 　Macrinae）5）で ある 。
こ れ は前書 で 抽象的 に称揚 された純潔

性 の 具体例 と位 置付 け られ る 。 さ らに、 ハ ル モ ニ オ ス な る 人物 に宛て られ た

書簡 『キ リス ト教の 信仰告白』（De　professione　christiana 　ad 　Hamlonium ＞
6）

は 、 キ リス トに倣うこ とにお い て こ そ 「キ リス ト教徒」 とい う名の 意味が存

す る こ と を説 き 、 同様 に 、 ク リ ュ ゾス トモ ス の 弟子 で 女性 助祭 オ リ ュ ン ピア

ス （Olympias ，
361また は 366頃〜408頃）に 宛て た 『完徳 に つ い て 』（De　per−

fectione　christiana 　ad 　Olympium 　monachum ）
7）にお い て も、 完徳 とは 、

キ リス トへ の 同化で あ る と い う定義 を根拠 に論 を展 開す る 。 そ して 、 以上 に

挙げた修徳的著作 に 見 られ る 思想全 体 を総括 した もの が 『キ リス ト教綱要』

（De 　instituto　christiano ）で あ る 。 こ れ は 不完全 な形で ミ ー ニ ュ の 『ギ リシ

ア 教 父全 集』に取 り入 れ られ S）、さ ら に そ の 校 訂本 も出版 され た が 9）
、 最 近

イ ェ
ー ガ ー

に よ っ て 完全 な形 の もの が発 見 され 、 1954年 に 出版 され た 10）
。 と

こ ろ が 、 本作 品 は 、 別の 論文で すで に指摘 して お い た よ うに
1D

、 擬マ カ リオ

ス （または 「マ カ リオ ス ／シ ュ メ オ ン 」4／5世紀） に 帰 され て い る 『大書 簡』

（Epistula 　magna ）12）の 内容 と酷似 して い る こ とか ら、 どち らが どち らに影

響 を受けて 成立 した か とい う依存関係 に関 わ る 問題 が あ る 。
こ の 問題 は現在

も未 解決 な ま まで あ る が 、 既述 した よ うに 、 現 時点で は
、 双方 が 互 い に 影響

しあ っ て 成立 した とい う解釈が無 難 な よ うで ある 。

　 しか し 、 キ リス ト教霊性史に画期 的 な貢献 をもた ら した の は 、 もう
一

つ の

作 品群で ある聖 書講話に含まれ る作品 、 『モ ー セ の 生 涯』 （De　vita 　Moysis）13）

お よ び 『雅歌 講話』 （In　Canticum 　Canticorum 　homiliae）14）で ある 。 前者 は

「徳」の 道 を歩み 、 そ れ を窮め よ うとす る 者 の ため の 模範 と して 、 イス ラ エ

ル の 指 導者 モ ー セ の 生涯 を示 した もの で あ る 。 『雅歌講 話』は上 述の オ リ ュ
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ン ピア ス に宛て て書 か れ た もの で 、 全 15の 講話か らなる 。 両作品は グ レ ゴ リ

オス の 最 も円熟 した時期 に書 か れ 、 極 め て 深 くか つ 独創 的な神秘神学的思 索

に満ちた名著で あ る 15）
。

こ の 両者 の 作品 に よ り、 グ レ ゴ リオ ス は 「キ リス ト

教神秘思想 の 父」 16） と呼ばれ うる 17）
。 以 下 、 特 に こ の 二 つ の 作 品 を 中心 に

彼の 「神秘思想の 父」 と して の 卓越性 を浮 き彫 りに した い
。

1． 神秘思 想の核心

　四 世 紀の 最 も主 要 な教 義論争は 言 うまで もな くア レ イオ ス 主義の それで

あ っ たが 、
こ の 論争に よ りギ リ シ ア教父た ちは 、 以 前に もま して よ り注意深

くよ り綿密に神 に 関する教義を吟味す る よ う迫 られ た 。
こ うして キ リス ト教

思想 史に新 しい 局面 を もた ら した の が正統 な三 位
一

体 論の 創造で あ っ たが 、

それ はキ リス ト教 の すべ て の 分野 に影響 を与 える こ と とな っ た 。 神秘思 想 も

例外 で は な い
。 カ ッ パ ドキ ア 教父 の 中で 最後の しか も最 も深 淵 な神 学思想の

持 ち主で あ る グ レ ゴ リオス は 、 三位
一

体論 の 発展 にお い て の み な らず 、 神性

その もの に 関す る神秘思想 の 発展 に も決定的役 割 を果 た した 。 そ の 最 も核心

的な教説 とは 神性 の 「無限性」で あり、 そ の 「知解不可 能性」で あ っ た 18）
。

こ

れ は純粋神 に関する 教説で ある が 、 それ は 同時 に人 間の 神 に対 す る あ り方 を

規定 す る 。 グ レ ゴ リ オス は 、
こ の あ り方を 「エ ペ ク タ シ ス 」 （ギ epek 七asis ）

と呼ぶ 。 そ れ は 、 無 限 の 神 に向か う人 間の 無限の 接近運動ない し上昇運動を

指す 。 彼 は こ れが入 間の 完全性 の 姿だ と考えて い る の で ある 。 グ レ ゴ リオ ス

の 神秘思想 は、 この よ うに神性 に関す る 教説 とエ ペ ク タ シス 論 とい う人間学

か ら構成 され て い る 。 以上 の 概念 に つ い て 総括的 に述べ て み たい
。

1． 1． 神の 無限性

　 グ レ ゴ リオス に影響を与 えた オ リゲ ネス は 、 神 に 関す る 無限性 につ い て 否

定的で あ っ た
。

こ の 傾向は 前期ア レ ク サ ン ドレ イ ア 派が 「無限性」（ギ ape 一
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iron） とい うもの を 「不完全性」 と同等に 置 くギ リ シ ア 的見解 に依 存 して い

た とい う事実 に根 が ある が 、 い ず れ にせ よ 、 オ リゲ ネス は何度か神 が 、 あ る

い は 少 な くと も 「神の 力」が有限で あ る こ とを認め て い る 19）
。 そ れ どこ ろ か 、

神 の 力 は有限 （ギ perao＞ で ある 必 要があ る 。 なぜ な ら、 無 限 な る もの は本

性上 把 握 され えない の で 、 もし神が無 限 で あ る な らば 、 誰 も神 を把 握す る こ

と も捉え る こ と もで きな くなるか らで ある 20）
。 しか し、 人 間は何 らかの 仕方

で 神 を知 りうる の で あ る か ら、 神が 無限で ある こ と はで きない
。

つ ま り、
こ

こ で は 、 神の 知解可 能性 は神の 有限性 に ある とい うテ
ー ゼ が示 されて い る の

で あ る 。 だが 、 グ レ ゴ リオス は 、 も し神 が 有限で あ る ならば
、 神は 彼 を超 え

る 何 らか の もの に囲 まれ た 、 あ る い は 限 界づ け られ て い る こ と に な り 、 神 よ

り上位 の もの が 存在す る こ とに な る と述べ
、 神 の 有 限性 は 不 自然 な理 屈 で あ

る と論ずる21）
。

　 さ らに 、 オ リゲ ネス に は い わゆ る 厂飽 き」 （ギ koros）の 概念が 見い だ され

る 。 こ れ に よ る と 、 人 間の 魂 が先在 の 天 におい て 神の 愛 と観照 に 「飽 き」を

覚 え 22）
、 現在 の 人間 は そ の 堕落 の 度合 い に応 じた状況 に 置か れ た の だ と考え

られ て い る
23 ＞

。 グ レ ゴ リオ ス は神 の 無 限性 か らすれ ば 、 こ の 「飽 き」理論 も

受け入 れ られ な い もの と して 拒 否す る 。 なぜ な ら、 神 は 無限 な存在な の で あ

る か ら 、 人間は 決 して 神 の 完全 な観 照 には 至 りえず 、 した が っ て 人 間が神 を

余す とこ ろ な く眺め尽 くし 、 神 の 観照 に対 して 「飽 き」 を覚える こ とは あ り

えなか っ た し 、 また あ りえ な い か らで ある24｝
。 こ の よ うに 、 グ レ ゴ リオ ス の

思想 に は オ リゲ ネス 説 の 修正 が は っ き りと伺 われ る が 、 さ らに 重要 な要素 と

して エ ウ ノ ミオス 説 へ の 論駁 も指摘すべ きで ある 。

1． 2．神の知解不可能性

　エ ウノ ミ オス （Eunomios ，
？〜 395頃）は

、 父 と子 は まっ た く異質な もの と

解釈 す る急 進的ア レ イ オ ス 主義で あ る 「ア ノ モ イ オ ス （非類似 ）派」 に属 す
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る異端 者で 、 カ ッ パ ドキ ア教 父た ちの 最大の 論敵で あ っ た。 ア ノ モ イオス 派

の 創始者で あ り、
エ ウノ ミオス の 師で ある ア エ テ ィ オ ス （Aetios，

？〜370頃）

に よ る と25）
、 子 と父 との 非類似性 は 、 神 が 「生 まれ ざる もの 」 （ギ agen −

netos ） と定義 され る 限 り当然の 帰結で ある 。 子は 「生 まれた もの 」（ギ gen−

netos ）なの で あ るか ら、 論理 的 に神 で は ない と言 わ ざる をえ ない か らで あ

る 。

　そ もそ も神 と不 出生 の 概念 の 結 びつ きはすで に 伝統 とな っ て い たが
26）

、 通

常 、 こ の 結び つ きは外面 的 な もの で あ り、 定義的な もの で は ない
。 ア レ イオ

ス は不出生 を神性 の 定義 とす る どこ ろ か 、 『タ レ イ ア 』 に お い て 「神 は本質

にお い て ま っ た く語 り得 ない もの 」 と謳 っ て い る よ うに 、神性 に関す る い っ

さい の 定義 を拒否 した 。
こ れ に対 し、 ア エ テ ィ オ ス は神 を 「生 まれ ざ る もの」

と 「定義」 され うる と考えた 。 アエ テ ィ オ ス の 後継者で あ るエ ウノ ミ オス も、

師の 主張をよ り徹底化 させ 、 神 が 「生 まれ ざる もの 」 だ とい うこ とは 単な る

神の
一

局面また は外面的な特徴で は な く 、 神 の 内的本質を表明す る神の 名そ

の もの だ と考 えた27）
。 ア レ イ オス に よ る神的本質の 定義 ない し把握の 不可能

性 の 主張 に対 し、 エ ウノ ミ オス らが その 逆 、 す なわ ち定義 ない し把握可 能性

を主張 した理 由は 明確 に は わ か っ て い な い が 、M ．E ワ イル ズ に よれ ば 、 「神

が真実で 超越 的で あ る こ と を確認す る こ と 、 しか も我 々 が神 を事実そ の よ う

な方 と して 知 り、 礼拝 で きる よ うな仕方 で 確認 す る こ と」 28）が 、
エ ウ ノ ミ

オス の 中心的関心の
一

つ は で あ っ た か らだ とされ る 。

　 い ず れ に せ よ 、 子 が神 性 に お い て 父 と同等 の ラ ン ク に置 か れ えない とい う

こ と を保証す る とい う点で ア レ イ オ ス 主義の 延 長上 にあ る が 、 神 の 本 質を父

に固有 な不出生 とい う点 に 限定 した うえで 、 父 と子 の 異質性 、 非類似 性 を主

張 した の が エ ウ ノ ミオス の 特徴 で あ っ た29）
。

ニ ュ ッ サ の グ レ ゴ リオ ス の エ ウ

ノ ミ オス 論駁の 要点 は二 つ で あ る 。 第
一

に 、 神 の 観念 は 三 位
一

体の 第
一

の ペ

ル ソ ナ とだけに 限定的に結び つ けて は な らない こ と 。 神 の 観念は 三 つ の ベ ル
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ソ ナ すべ て に帰する
。 第二 に 、 そ もそ も神的本 質それ 自体が定義不可能だ と

い うこ とで あ る 。 実 は 、 こ の 第二 の 主張こ そ 、 グ レ ゴ リオ ス の 神秘思想 の 根

幹 と な っ て い る 。 彼 に と っ て 最 も根本的な 問題 は 、
エ ウ ノ ミオ ス らが 、 神 を

厂不 出生」 と して 定義す る限 りに お い て 、 神の 本質は 人間の 理 性 に と っ て 完

全 に知解 で きる と考 えて い た 点で ある 。
こ の 点は しか し、 歴史 的 に検証 で き

ない が 、 少な くとも正 統派は エ ウ ノ ミオ ス の 説 をそ う理 解 して い た し30）
、 グ

レ ゴ リオス 自身 も 『エ ウ ノ ミオ ス 論駁』 で それ を論難 して い る31）
。

　 とは い え 、 単な る神性不可 知論が グ レ ゴ リ オ ス の 真 意 で は ない
。 確 か に

「い まだ か つ て
、 神 を見 た者 は い な い

。 父 の ふ とこ ろ にい る独 り子で あ る神 、

この 方が神 を示 され た の で あ る 。 」 （ヨ ハ 1
，
18） とい うヨ ハ ネの 言葉 も、 「あな

た は わ た しの 顔 を見 る こ とは で きな い 。 人 は わ た し を見て 、 な お生 きて い る

こ とは で きない か らで ある 。」（出33
，
20）とい うヤ ー

ウ ェ の 言葉 も真実で ある

が 、

一
方で 、 「心 の 清 い 人 々 は 、 幸 い で あ る 、 そ の 人 た ちは 神 を見る 。 」 （マ

タ 5
，
8） との イ エ ス の 約束 もい つ わ りで は ない はずで ある 。 我 々 は 、 人 間の 知

的限界を は る か に超 える 神的本質を見 た り知 っ た りす る 能力 を持ち合わせ て

はい ない が32＞
、 少 な くと も創造 の 業 に表現 され て い る神 の 智恵 に つ い て は 、

い くらか で も知る こ とは で きる 。 こ の よ うに議論 して い くなか で 、 グ レ ゴ リ

オス は 、 ア レ ク サ ン ドレ イ ア の フ ィ ロ ン
33） に端 を発 し 、

バ シ レ イ オス
34 ＞や

ナ ジ ア ン ゾ ス の グ レ ゴ リオ ス
35）に よ っ て 継承 され た神に お け る 「本質」 （ギ

ousia ） と 「働 き」（ギ energeia ）の 区別 を持ち出す 。
こ の エ ネル ゲイア とは 、

神の 内在的本 質か ら区別 され 、 かつ 神 の 活動 の 外 的結 果 と も異 な っ た 、神性

の 働 きをい う。 人間 は神 の 本質が何 た る か を知 りえない が 、 神 をその 働 きか

ら知 る こ とが可 能で あ り、 神 を観想 す る こ とが可 能 との 立場 を強調 した36）
。

「神 は 本質 に お い て は見 えな い 方で あ る が 、 働 きに よ っ て 見 え る方 とな っ た 。

神は ご 自身に帰せ られる あ らゆ る様々 な事物の 中に観想 され る方で あ る」37）
。

こ の よ うな本 質 と働 きの 区別 の 仕 方 は 、 エ ウ ノ ミ オ ス の 論争 に お い て 反論の
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切 り札 と して使用 され た 。 す なわ ち 、 グ レ ゴ リオ ス らカ ッ パ ドキ ア の 教父 た

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ！　　　　 　ff　 　　 　め

ち の神 的本質 に対 す る きわ め て ア ポ フ ァ テ ィ ッ ク な ア プロ ー
チ ゆ えに 、 論敵

か ら単なる不可知論 と非難 された こ とへ の 反論 と して 働い たの だ っ た38）
。

　エ ウ ノ ミ オス の 神の 本質の 知解可能性に 対 し 、 神の 「本質」へ の 絶対的接

近不 可 能性 と神 の 「働 き」 に よ る 人間の 神 へ の 接 近可能性 の 区別 は 、 神の 本

質に立脚す る 三位一 体論 と神の オ イ コ ノ ミア に立 脚する三位
一

体論 との 区別

とい うカ ッ パ ドキ ア教父
一
般の 立場 と呼応 して い る が 39）

、
い ずれ に せ よ 、

こ

うした神の 超越 と内在 とい う二 重構造 は 、 東 方 キ リス ト教神学の 確固 た る 信

念 とな っ た 。

1． 3． 否定神学

　以 上 に 挙 げた神 の 無限性お よ びそ の 知 解不 可 能性 を強調 す る 点 に お い て 、

グ レ ゴ リオス はキ リス ト教 史にお い て 最初の 体系的な 「否定神学」（英 nega −

tive　theology）を創始 した 。
こ の 神学 の 基本的態度 は 、 神 の 「本質」 をめ ぐ

る神学 の 「言 明否定主 義」（英 Apophaticism）で ある 。 こ れ は 、 神の 本質に

対す るい か なる 肯定的言 表 も、 無限 の 、 不 可知 の 神を有限な もの 、 知解で き

る もの とい う限界 を設 ける こ とで ある と して 斥 ける 神学 的態度 で あ り、 言 い

換 えれば神 に 対す る 表現忌避主義で ある 。 人 間 に許 され る神 に つ い て の 言表

が ある とする ならば 、 それ は た だ 「〜 で ない 」とい う否定表現 （「限 りが ない 」

「知 られ えな い 」 な ど）の み で あ る 。 こ う し た否 定神 学 は ニ ュ ッ サ の グ レ ゴ

リオス に よ っ て 明確 に主題化 され 、 の ちに ア レ オパ ゴ ス の デ ィ オニ ュ シ オス

（Dionysios　ho　Areopagites，5世紀また は 6世紀）に よ っ て 確立 され た
40）

。

1． 4． 人間 の 完全性 としての 徳

　 と こ ろで 、 グ レ ゴ リオ ス の 神の 本質 に 関す る 言 明否定 主義 は、 そ の ま ま人

間 の 神 に対す る あ り方 に 直結す る 。 グ レ ゴ リオ ス の 人 間論の 出 発点 は 、 福 音
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書 に示 された 「人間の 完全性」 へ の 要求で ある。 そ こ で 、 彼 は 「人間の 完全

な る生 」 とはい っ たい 何 か とい うと こ ろ か ら議論 を始め る
。 彼 は 人間の 完全

な る生 を一
言で 「徳」 （ギ arete ） と呼ん で い る 。 な らば 「完全 な る生」 ない

し 「徳」 とは何 か 。 『モ ー セ の 生 涯』 で彼 は端 的 に次の よ うに述べ る 。

「感 覚 に よ っ て 測 られ る 限 りで の あ らゆ る もの の 場合 、 その 完全性

とは何 らか の 限定 され た端 ・限界 （ギ peros ）に よ っ て 把握 され る 。

た とえば 、 量 に つ い て は 、 延長 ・連続性 と限界あ る こ とに よ っ て 把

握 され る 。
つ ま り、 すべ て の 量的 な尺 度は そ れ ぞ れ に 固有の 限度 に

よ っ て 周 りを囲まれ 限界づ けられ て い る の だ。 ＿ しか る に他方 、 ア

レ テ ー （徳 ） の 場 合 、 そ の 完 全 性 の た だ
一

つ の 限度 ・限定 （ギ

horos） とは 、 まさ にそ れ が 限度 を持 たぬ とい うこ とで あ る こ とを 、

我々 は 使徒 か ら学ん だの で ある 。 なぜ な らば 、 思惟 に お い て 大 きく

か つ 崇高 な 、 か の 神 的使徒 パ ウ ロ は 、 絶 えず ア レ テ
ー の 道行 きを走

り、 前 に在 る もの に 身を伸展 ・超 出 （ギ epekteinomenos ）、 決 して

止 ま る こ とが な か っ た （フ ィ リ3、 13参照 ）。 つ ま り、 そ うした道行

きを停 止 させ る こ と は彼 に と っ て 確 か な こ と 、 安全 な こ とで は な

か っ た の だ」
41）

。

　 こ の 引用 で 明確 に 語 られ て い る よ うに 、 完 全 な生 、 「徳 」 と は 、 絶 え ざる

道行 き、徳 の 停止 せ ざ る前進運 動 を指す 。 彼 は こ れ を 「エ ペ ク タ シ ス」 と呼

ぶ 。 こ の エ ペ ク タ シ ス 論 こ そ グ レ ゴ リオ ス の 独創 性 を如実 に示 す もの で あ

る。

1． 5． エ ペ ク タシス

　こ の 概念は
、 上 の 引用 で も分 か る よ うに 、

パ ウ ロ の 「後ろ の もの を忘 れ 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
− 136 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kobe Kaisei College

NII-Electronic Library Service

Kobe 　Kalsel 　College

前の もの に全身を向けつ つ 」（フ ィ リ3、 15） とい う言葉に立脚 して い る 。
こ

こ で 、 「向けつ つ 」 は ギ リシ ア語 epekteinomenos と な っ て お り、 厳密 に は

「伸 ば しつ つ 」 とい う意味で あ る が 、 こ の 語 の 名 詞形 が 「エ ペ ク タ シ ス 」で

あ り、 グ レ ゴ リオス の 神秘思想 の キー
ワ

ー ドとな っ て い る 。
エ ペ ク タ シ ス と

は 、 汲み 尽 くすこ との で きない 無限の 神の 本質へ 向けて の 人 間の 留ま る こ と

な き絶 え ざる 上 昇 ない し前進 運 動 の こ とを指す 。 こ の エ ペ ク タ シ ス 論 は

『モ ー セ の 生 涯』 に た び た び言及 され 、 また 『雅歌講話 』 に お い て も、 こ れ

が 愛の 神 との 出 会い の 止 む こ とな く、 満ち足 りる こ との ない 性格 を根拠づ け

る もの と して 浮き彫 りに され て い る。 グ レ ゴ リオ ス は 言う。

「偉大 な る使徒 （パ ウロ ）は 、 自らの 見神体験 を コ リ ン ト人 に語 り

告げて い る が 、 第3の 天 に ま で 参入せ しめ られ た と き 、 自分 の 人 間

本性 が 肉体に お い て在る の か 精神 に お い て 在 るの か 疑 わ しい ほ どで

あ っ た とい う （2 コ リ 12 − 14参照）。 そ して 、 その 神秘体験 を証 して

さ ら に 、 次の よ うに 言 っ て い る 。 『私 自身す で に捉 えた とは 思 っ て

い ない
。 む しろ すで に到達 した と こ ろ の もの を忘れ、 絶えず、 よ り

先 なる もの に向か っ て 、 自ら を超 出 （エ ペ ク タ シ ス ）させ て ゆ く』

（フ ィ リ3、 13）と 。 ＿思 うに 、 こ の こ とに よ っ て パ ウ ロ は次の こ と

を我 々 に教 えて い る 。 諸 々 の 善 きもの の 本性 とは 、
つ ね に新た に発

見 され る とい うこ と に存 し 、 そ して 、 すで に獲得 され た もの よ り超

越 的な る もの は 、 無限で あ る とい うこ とを。 こ う した こ とは永遠 な

る もの の 存在様式に何 らか 分 け与 る 人 に とっ て 、 持続的な もの と な

る 。
つ ま り、 その よ うに永遠 な る もの に何 らか与 る 人 に は 、 そ の 都

度つ ね に よ り大い なる もの が現前 して くるの で 、 増大 ・伸展 の 道行

きが 止 まる こ とが な い の で ある 。 そ れ と同様 に 、 偉 大 なダ ビ デ も心

に お い て 美 しい 登攀 をな した が 、
い ま可能な こ と か ら さ らに可 能な
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こ とへ と歩 を勧 め て 、 『主 よ 、 あ なたは 永遠 に至 高な る方 で あ る』

（詩 144 、 5） とい う叫びを、神 に 向か っ て 発 して い る 。 ＿なぜ な ら、

絶えざる登攀 に あ っ て 、 すで に 把握 された もの は
、 そ れ以前 に把握

され た もの よ りも大で あ っ て 、 探求 され て い る もの が有 限 な把握 の

うちに 限定 されて しま うこ とは ない か らで あ る。 か え っ て 、 あ る と

き発見 され た もの の その 限界 ・限度 （ギ peras）は 、 善へ の 絶 えざ

る登 攀 を な す人 に と っ て 、 よ り高い もの の 発見の た め の 端初 （ギ

arche ） とな る の で ある 。 そ れゆ え 、 登 攀 は決 して 立 ち止まる こ と

な く、 あ る 端初 へ と変容 して 動 きゆ く。 そ の 際 、
つ ね に よ り大 なる

もの へ の 端初 ・根拠 は そ れ 自身にお い て終わ りに至 る こ とが ない の

だ 。 とい うの も、 上 昇 する 人の 欲求 ・憧憬 （ギ epithumia ）は 、 す

で に 知 られ 到達 され た もの に 決 して 停 まる こ とな く、 超越 的な もの

へ の 新 た なよ り大 な る欲求 を通 して 、 次々 と霊 魂 は上 昇 し、 よ り高

きもの を通 っ て 無限 なる もの に絶 えず進 み ゆ くの で あ る か ら」 42）
。

　こ の 引用で 明 らか な よ うに 、 話の 発端 はパ ウ ロ の 見神 体験で ある が 、 グ レ

ゴ リオ ス は か か る 神秘体験の 枠 を超 えて 、 人 間の 神 に対 す る 憧憬 とい う心理

的次元 を含め た
一

切 の 人 間の 神 に 向か うあ り方 へ と論 が 展 開 して い る 。 そ し

て
、 そ こ で 重要な こ とは 、 神へ の 上昇が決 して 停止 しない とい うこ とで ある 。

なぜ な ら 、 神 は無限 で あ るが ゆ えに 、 こ れ に対応 す る人 間 の 神 へ の 上 昇運動

も停止 しえない か らで あ る。
つ ま り、 人問は神 の 無 限性 に エ ペ ク タ シ ス とい

う運動 に よ っ て 参与 して い るの で ある 。 さらに 、
こ の 神の 無限性 に参与する

人 間に と っ て 、
い わ ゆ る 人 間の 「完全性」 と は まさ に こ の 無限 の 前進運 動 に

あ る と グ レ ゴ リオス は考 えて い る 。 す な わち 「人 間的本性 に と っ て の 完全性

とは 、 お そ らく、 善 （美）に よ り多 く与 る こ と を絶 えず意志 し志向する こ と

に存す る」43＞の で あ り、 また 「真 に 、 完成 そ れ 自体 と は
、

よ り善い もの へ
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向か っ て 成長する こ とを決 して や め ない こ とで あ り、 完成 に 限界を定め ない

こ とで あ る」
44）

。
つ ま り、 人間の 完全性 とは 、 神 とい う到達 目的に 達す る た

め の 運 動の そ の 極点にお ける停止で は な く、 ま さに い ま運動 し 、 前進 し、 上

昇 してい る プロ セ ス その もの なの で ある 。
こ うした こ とか ら 、 グ レ ゴ リオス

の 霊性 は 「ダ イナ ミズ ム の 神秘 思想」 と特徴づ ける こ とがで きる で あろ う。

そ の 点で 、彼の 霊性 は、 オ リゲネス よ りもむ しろ 我 々 が 先 に 「あ くな き神探

求の プロ セ ス 中心 主義 的神秘思想」 と名付 けた ア レ クサ ン ドレ イ ア 出 身の ユ

ダヤ 人 ブ イ ロ ン （Philon， 前25／20頃〜後45150頃）の 神秘思想 45）に近い と言

えるで あろ う。

2． 神体 験の 内実

　で は 、 そ の 「プロ セ ス 」の 内実を グ レ ゴ リ オ ス は ど う捉 えて い るの で あ ろ

うか 。 そ もそ も 、 彼 は神 の 「本質」 に対す る接近 不可 能性 を主張 して は い る

もの の 、 その 「働 き」 における神 に接近可能 と考えたが 、
こ れ は 、 神 を見る

ない し神 を知 る、 つ ま り人 間 に お け る 「神体験」 を肯定す る もの とな る 。
こ

の 神体験 こ そ我 々 の い うプ ロ セ ス で ある 。 で は 、 そ こ で 肯定 され る プロ セ ス

た る神体験 とは どの よ うな もの で あろ うか 。 グ レ ゴ リオ ス は こ の 点 に 関 して 、

まず 人間 に神 体験 を可能 と させ る二 つ の 概念 を考 える 。 そ れ は 「鏡 と して の

魂」お よび 「霊 的感覚」で あ る 。

2． 1． 鏡 と して の魂

　 こ れが意 図す る とこ ろ は 、 神 を知 る とは 「浄 い 魂の 鏡を通 して の 見神」 と

同 じ こ とだ とい うこ とで ある 。 グ レ ゴ リ オ ス に と っ て は、 神 を知る と は 神 に

つ い て 何 か を知 る の で は な く、 神 を 「所 有」す る こ と を意味 す る 。 「主 は 、

神につ い て何か を語る こ とが幸福 で ある とは語 っ て い ない
。 む しろ 、 自己の

内部 に神 を現存せ しめ る こ とが幸福で ある と語 っ て い る の だ」
46）

。 彼 は こ れ
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を 「神の 国は あ な た が た の 間 にあ る」 （ル カ 17 、 21） とい うイエ ス の 言葉で

根拠づ けて い る 。 そ して 、 彼は この 「知」
一

「所有」の あ り方 に 「神 の 似姿」

と して の 人間 とい う聖 書的で 、 教父神学に伝統的な理論 を も っ て くる 。 そ こ

で は 、 「魂」 こ そ神 に似 せ て 造 られ た もの で あ る か ら 、 人 間は 魂 に神 、 厳密

に は 「神 の 似姿」 を持 っ て い る 。 観想 は 自己 の 内に現存 して い る こ の 神 の 似

姿 を見る こ とで ある 。 自己の 内奥に 神の 似 姿を見 る とい う事態 を 、 グ レ ゴ リ

オス は比喩 的 に 「魂 の 鏡」 に映 る神の 本質 を見 る こ と と表現 して い る の で あ

る 。 神 の 似姿で あ る魂 こ そ神 を映 し出す鏡で ある 。
つ ま り、 人間 に は本来魂

に神 の 似 姿が 刻印 され て い る が 、 罪 に よ りこ れ が 曇 っ て し ま っ た 。 しか し 、

罪か らの 浄化 に よ っ て 神 の 似姿 は 再び 光沢 を帯 び て 現 出す る 。 こ うして 己 の

魂に 神 の 似姿を再 び見 い だす こ とは 、 言い 換 える な らば 、 魂 とい う鏡 を通 し

て 神 自身を観想 す る の で あ る 。 そ の 意味 で グ レ ゴ リオ ス は 言 う 。 「人 間 は 、

あ らゆ る被造物 と気 ま ぐれ な る 情念 か ら心 を浄め られ た とき、 初め て お の れ

の 美 しさの 中に神の 本質の 似 姿を見る」47＞
。

こ の 「お の れ の 美 しさ」す な わ

ち、 浄化 され た魂に お い て神 の 似姿を見 る の で あ る 。 こ の 鏡を通 して の 間接

的見神 一 神 自身の 本質 は直視 で きな い
一

につ い て 彼 は次の よ うに述べ る 。

厂誰か が 、 種 々 の 徳 の 牧場 か らよ い 香 りの す る 草 をすべ て 集 め て 、

その 生 涯全体 をそ れ ぞ れ の 業の 芳香で 芳 しい もの と し 、 そ う した こ

とすべ て で 完全 な もの と な る な らば
、 そ の 人は あた か も円い 太 陽そ

の もの を しっ か りと見 つ め る よ うに 、 言葉 た る神 そ の もの を見 つ め

る本 質 を持つ の で は な く 、 む しろ 自らの うち で 鏡 に お い て 太 陽 を見

る よ うに眺め る の で あ る 。 なぜ な ら、 あの 真の 神的な徳の 光線は 浄

め られ た 生 に お い て 、 そ れ らの 光 線 か ら流 れ 出 る不 受動 心 （ギ

apatheia ）に よ っ て 輝 き 、 太 陽 を我々 の （霊魂 とい う）鏡 に 描き出

す こ と に よ っ て 、 見 えな い もの を我 々 に見 える もの に し、 近づ きえ
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ざる もの を把握 しうる もの とす るか らで あ る」
48）

。

　鏡 に太 陽が 映 っ て い れ ば、 人 は直接 には 太陽に 目 を向ける こ とが な くて も、

同 じ太陽を見て い る よ うに 、 心 か ら情念 を洗い 流 し、 魂の 鏡 に神の 本質の 似

姿を認め る人は
、 事実上 、 神自身を見て い るの で ある 。

　 こ の 浄い 魂 の 鏡 に お ける見神 の 聖書 的根拠 は 「心の 清い 人 々 は 、 幸い で あ

る 。 そ の 人 た ち は神 を見 る」 （マ タ5、 8） とい うイエ ス の 言 葉で ある 。 さび

が 表面を覆 っ て 見 えな くされた金属の 鏡 と同 じよ うに 、 罪 に汚れ た魂は 神の

似 姿を見せ る こ とはで きな くな る 。 した が っ て 、 最高 の 美で ある 神 を再 び 映

し出す こ とが で きる よ うに 、 人 は さび を落 と し 、 表面 を なめ らか に する 、 つ

ま り魂 を浄化 しな けれ ばな らない
。 魂の 完全性 、

つ ま り 「徳」 は神的完全性

の 像、 と りわ け浄 さ 、 アパ テ イ ア 、 すべ て の 悪 を避 ける こ と、
一 言で 言 え ば

「聖性」、
こ れ らすべ て は 、 人 間 の うち に ある神の 似 姿に方 向づ け られ 、 人 間

の うち に ある神の 似姿を再 び回復 させ る ため にある 。

　 この 浄化 とは具体的に は 、福 音書が教 える よ うに 、 掟 の 遵守 とキ リス ト教

的節制 を通 して 魂 を次第に 変容 させ て い くこ とで あ る 。
こ の 次第 に つ い て 、

グ レ ゴ リオ ス は 『雅歌 』6章3節 「私 はあの 方 の もの 、 あ の 方は私の もの 」 と

い う記述の 説明で 次の ように述 べ て い る 。

「こ れ は 徳 に 関す る完全性の 規範、 定義で あ る 。 なぜ な ら 、 我 々 は

こ の テ キ ス トを通 して 次の こ と を学ぶ か らで ある 。 浄 め られ た霊魂

は 、 神の 他 に 自らの うちに何 も有 して は な らな い
。 また神 よ り他 に

何 も見 て は ならない 。 自らをあ らゆ る 質料 的な もの や 考 え方 か ら浄

め る べ きで ある 。 そ して 、 自らの すべ て を霊 的 また 非質料 的 な もの

へ と完全 に変化 させ 、 範型 で ある 美の 最 も明瞭な像 へ と自分 自身を

造 り上 げるべ きなの で あ る」
49）

。
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　グ レ ゴ リ オス は また 「私に と っ て生 きる とキ リス トで ある」（フ ィ リ1、 21）

とい うパ ウ ロ の 言葉 も同様 な意味 で 解釈 し 、 そ れ は 神以外の すべ て に関わ る

考 えを魂か らそ ぎ落 と し、 聖性 、 浄 さ 、 不滅 、 真理 に 道を明 け渡す こ とだ と

述べ る 。

50）

2． 2． 霊的感覚

　神の 超越性 を 固持す る グ レ ゴ リオス は 、 神 が 遠 く離 れ た方 で あ り、 人 間が

決 して 到達 で きない 方で あ る とい うこ とを言 っ て い る の で は ない
。 事態 は逆

で 、 神の 似姿で あ る魂 とい う鏡 に お い て神 を見 る とい うこ とがで きる 。 鏡 な

る 自己 に 反射 され た神 を観想 す る の で ある 。

　 しか し 、 グ レ ゴ リオ ス は 、 神 体験 の 特質 と して 「見 る 」 な い し 「知 る 」 だ

けで は な く、 そ れ を含め て よ り包括 的 な意味で 「感 知」、 「感 じる こ と」 とい

う表象 も頻繁 に 用 い て い る 。 もち ろ ん 、 こ れ は 通常感覚を超 えた感覚、 す な

わ ち 「霊 的感覚」 に よる 神 体験 で あ る 。 「霊 的感覚」 とい う概 念を キ リ ス ト

教 霊性 に 初め て 導入 したの は オ リゲ ネス で あ るが 51）
、 彼 の 関心事 は霊 的感 覚

が 身体的五 感 と対応 を な して 複数 あ り、 その 両 者の 機能の 違 い とい う点に集

中 して い る52｝
。 グ レ ゴ リオ ス は こ の 考 え方 を採用 しつ つ

、 「闇」の 内 に お け

る魂の 体験 の 性 格 を論 じて い る 。 『雅歌講話 』 第11講話で 、 グ レ ゴ リ オ ス は

「花 婿」 をキ リス ト教 、 「花嫁」 を闇 に お け る 魂 に なぞ らえて 、 次 の よ うに

語 っ て い る 。

「今や 、 彼 女 （花 嫁）は 神 的な夜 に取 り囲 まれ て い る 。 そ こ で は花

婿は 近 くまで 来て い るが 、 姿は現 さな い
。 とい うの も、 どうして 見

えない もの が 夜 に 姿 を現 すで あろ うか 。 花婿は 、霊 魂 に対 して 自分

の 現存 を気 づ かせ て は い るが 、 そ の 不 可視な本質 に よ っ て 隠 されて

い る の で 、 明 白に理解 され る こ とは ない 」
53）

。
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　こ こ で 注 目すべ きは 、 魂の 神体験は 「闇」の なかで 生起す る とい うこ とで

ある が 、
こ れ につ い て は 後に触れ る こ とに した い

。 とに か く、
こ こ で 主張さ

れ て い る こ とは 、 闇の 中で の 魂 は 、 キ リス トの 現 存を見 る こ とはで きない が

「感知す る」 こ とは で きる 、 とい うこ とで ある 。 なぜ な ら、彼自身が 「霊魂

に対 して 自分 の 現存 を気づ か せ る」か らで ある 。
こ れ は直訳す る と 、 「魂に

自分の 現存の感覚 を （ギ aisthesin 　tina ＿tes　parousias ）与 える」 とな っ て

い る 。

　こ の 「現存の 感覚」 こそ グ レ ゴ リオス の い う霊 的感覚で あ り、 それは魂の

中の 「五 感」で ある 。 実際彼は これ に つ い て 次の よ うに述べ て い る 。

「我々 の うちに は 二 つ の 感覚、
つ ま り身体的な もの と神的な もの と

が ある 。 『あ な た は神的な感覚を見 い だす だ ろ う』 （箴 2 、 5） とい う

『箴 言』 の 言葉が ま さ し くそ れ を語 っ て い る 。 霊 魂 の 活動 と身体 の

感覚器官に は ある類似が あ る 。 ＿ブ ドウ酒 と牛乳 は味覚で 区別 され

る が 、 霊 魂 の 知 的で 把 握す る 能力 は そ の 可 知 的現実 を完全 に 捉 え

るか らで ある 。 口 づ けは 触覚を通 して な され る 。 口 づ けで は 互 い の

唇が触れ 合うか らで ある 。 また御言葉 と触れあ っ た霊魂 の 触 覚 とい

う もの が あ り、 そ れ は あ る 非 身体 的 で 可 知 的 な 触覚 を通 し て 働

く。 ＿同様 に神の 香 油 は 鼻 で は 嗅げず 、 何 か可知的で 非物質的な力

で キ リス トの 引 き寄せ る甘い 香 りを霊が吸い 込 む の で あ る」 54）
。

　こ の よ うに 、 神の 現存の 感覚は 、 た とえば神 を 「りん ご」 に 見立て て い る

箇所 で 、 りん ご た る神は視覚を楽 しませ る ば か りで は な く、 「嗅覚 をそ の 香

りに よ っ て さわ や か に し 、 しか も自 ら食物 と な っ て 味覚 を甘美 さで 満たす」

とい うふ うに 、 嗅覚や味覚 と して 表現 され る55）
。 言うまで もな く、

こ れ は比

喩的表現で あるが 、 神現存を単 に察知す る とい うの で は な く、 そ れ を 「い ろ
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い う な仕方 で 楽 しむ 56）」 とあ る よ うに 、 神現存の 「感知」 は何か魂を悦ばせ

魅了す る 性質を持 っ て い る こ とを言 お うと して い るの で ある 。

　と こ ろ で 、 先 ほ ど も触れた神 を感知す る 場で ある 「闇」 とは い っ たい 何 を

意味す る の で あ ろ うか 。 我 々 は 、 こ こ で 、 グ レ ゴ リオ ス の 神体験 にお ける 三

つ の 区別 に言及 しな けれ ば な ら なし 

2． 3．神体験 の 三 段階

　 グ レ ゴ リオス は 、 人 間の 神体験 を魂の 神 へ 向けて の 上 昇 と解釈す る 。 そ し

て こ の 上 昇 に は 三 つ の 段 階 が あ る こ と を指 摘 す る 。 「三 段 階」 と聞 けば 、

我 々 はす で に 上 に見 た よ うに 、 オ リゲ ネス に よ る人 間の 霊 的成長の 三段 階 を

思 い 出 すだ ろ う。 彼 は霊 的向上 を 、 情 念 の 滅却 の た め の 「倫 理 学」、 被 造物

（身体的 、 非 身体 的）の 観想 と して の 「自然学」、 そ して 神 自身の 観想すな わ

ち 「観想学 」 とい うふ うに 三 段 階 に 区分 した 。
エ ウ ア グ リオ ス は 、

こ れ を

「修行」、 「自然的観想」お よび 「神智的観想 」 とい うふ うに言 い 直 し 、 修道

生 活に応 用 させ た 57）
。 また

一
方 、 オ リ ゲ ネス は 、 自らの 三 段階説をそ れ ぞ れ

『箴言』、 「シ ラ書 （集会の 書 ）』お よ び 『雅歌 』 とい う智恵文学 の 三 つ の 書物

に なぞ らえた58）
。 グ レ ゴ リオス もこ の よ うな三 段階説 と三 つ の 智恵文学 との

関係付け を踏襲 して はい るが 59）
、 彼 は彼の 独 自の 三段階説 を もまた展開して

い る の で ある 。 それ は 「光」、 「雲」お よ び 「闇」 とい う段階 で ある 。

　 こ の 三殺階 は 、 『モ ーセ の 生涯』にお ける神顕現の 体験 に即 して 解釈が な され

て い るが、そ の ま とめ とも言 うべ き言説 は 『雅歌講話』の 中で 述べ られ て い る 。

「偉大 なる モ ー セ に対 して 神の 顕 現 は 光 に よ っ て 始 ま っ た （出 19 、

18参照 ）。 そ の 後 、 雲 を通 して 彼 に神 は語 っ た （同20 、 21参照 ）。 さ

らに 、
モ ー セ が よ り高 くよ り完全 に なる と、彼 は暗闇 （ギ gnophos ）

の 中で 神 を見 る の で あ っ た （同24、 15〜 18参照 ）。 以 上 か ら我々 が
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学ぶ の は 次の こ とで ある 。 まず 、 神 に 関す る偽 りの 惑わ され た観念

か らの 最初 の 撤退 は 、 闇 （ギ stokos ）か ら光に移 し置かれる こ とで

ある。 次に 、 隠された こ とをよ り直接 に理解する こ と とは 、 現 れ て

くる もの を通 して霊 魂 を神 の 不 可視 の 本 質 に 向けて 導 くこ と で あ

る。 そ の 理 解 は 一
方で は 、 現 れ て くる もの すべ て に影 を投 げかけ 、

他方で は 、 さらに隠れ た もの を見つ め る よ う霊魂 を導 き慣 らす雲 に

譬えられ て い る 。 以 上 の 過程で 霊魂は 上 方へ 歩 ん で い き 、 人間の 本

性 に と っ て 到達可能 な事を放棄 して し まう と 、 神 認識 （ギ theog−

nosia ）の 聖 域 に立 ち至 り、 神的 な暗闇 に よ っ て 四方 を取 り囲まれ

る の で あ る。 その 暗闇の 中で は 現 れ把握 され る もの はすべ て 外 に放

棄 され 、霊魂 の 観想 の ため に残 っ て い る の は 不可視 で 把握不可 能な

もの だ けで ある 。 そ して 、 そ こ に神は在す」60＞
。

　こ こ に述べ られ る 道程 は 、 光 に 始 ま り
一

歩
一

歩闇 の 深 み に入 りこ ん で ゆ く

道程で ある 。 少な くとも表象だけに注 目す る な らば 、 オ リゲ ネス とは 対照 的

で あ る 。 彼 に お い て は 、 魂 は暗 闇の 世界 か ら光 りに向か う道程 で あ るが 、 グ

レ ゴ リオ ス で は そ の 逆 とな っ てい る か らで あ る 61）
。 プラ トン 以来の ヌ

ー ス に

よ る観想概念 、
つ ま り、 太 陽の 比 喩 に見 られ る 善の イデ ア 観照 の場 合の よ う

に 、無 知の 闇か ら次第 に 光へ と向か う観想 と は まっ た く異 な り、 グ レ ゴ リオ

ス は 、 光、 雲 、 闇 へ の 過程 にお い て 、 見 える段 階 か ら見えな い 段階に移行 し

て い るの で あ り、 究極的 には まっ た く見え ざる 段階に お い て こ そ 真に神が存

在 し 、 そ こ にお い て こそ そ の 真の 神 を体験 す る と考 えて い るの で ある62）
。 で

は 、 そ の 各段階 につ い て彼は何 と言 っ て い るか見て み よ う。

  「光」

　こ の 段 階 は具 体的 に は モ
ー セ が 燃 え る 柴の 中で 神 を見た （出 3 、 12参照）

一 145一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kobe Kaisei College

NII-Electronic Library Service

Kobe 　Kalsel 　College

とい う聖 書 テ キス トに 由来す る63）
。

こ の段 階の 神顕現に お い て モ ーセ は神 の

み が真実在で ある こ と を悟 っ た の で あ り、 日常 感覚や 思考 に 基づ く一 切の 事

柄 は 真実在で は く、 唯
一

の 真実在の 神 に参与す る こ とに よ っ て の み存在する

と悟 っ た と され る 。 こ の 悟 りは グ レ ゴ リオス に お い て
一

つ の 観想 の 種 類で あ

る64＞
。 そ の 点で は オ リゲ ネス の 三 段階 の 最初の 段階で ある 「倫理 学」 とは 異

なる 。 そ こ で は観想は 除外 され て い る か らで あ る 。 こ の よ うな悟 り、 観想 に

至 るた め に 先 に 挙げた引用 で 語 られ て い る よ うに 「神 に関す る偽 りの 惑 わ さ

れ た 観念」か ら脱却 しなけれ ば な らな い 。 こ れ は グ レ ゴ リオス の 別の 表現 を

使 え ば 「浄化」の 段階で あ る 。
こ の 点で 、 浄化 を 目的 とす る オ リゲ ネス の

「倫理 学」 と同 じで あ る 。 グ レ ゴ リ オス に よ れば 、 それ は 「すべ て の 感覚的、

非 理 性 的 な営 み か ら生 の 方式 を浄化 し 、 何 ら か の 先 入 見 に 由来 す る すべ

て の 知見 を思 惟か ら洗 い 浄 め る」 65・）こ とで あ る 。 こ こ で 使用 さ れ る 「闇」

（ギ skotos ） とは誤謬 、 虚偽 な る実在 で あ り66）、 そ れ を離れ て 真 なる 実在で

ある神 へ と向 き直る こ とが浄化の 意味で あ る。 しか も 厂闇か ら向き直 る こ と

は 光 の 分 有 に よ っ て 生 じる の だ」67） とグ レ ゴ リオ ス が語 っ て い る よ うに 、

浄化 は 「光」、
つ ま り神 自身か らの 照 らし とい う恩 恵 に よ っ て 生 じるの で あ

り、 純粋 に 人間の 努力 で 成 し遂 げられ るわ けで は な い
。

こ の よ うに 、 オ リゲ

ネス に お ける 第
一 段 階が 浄化の み に 限定 され て い る の に対 し、 グ レ ゴ リオ ス

の 第一
段階で あ る光の 段階で は浄化 と観想の 両方 か ら成 り立つ の で ある 。

  「雲」

　 こ の 段 階で は もは や 浄化 は 存 しない 。 オ リゲ ネス の 「自然 学」、
エ ウ ア グ

リオス の 「自然 的観想」 と同 じ く、 こ の 段階 に至 る た め に は あ くまで も浄化 、

すな わ ち情欲や感 覚的 な もの か らの 浄め が 前提 と な る68）
。

こ の 段 階は 、
モ ー

セ が 神 か ら律法 を受け取 る ため に シ ナ イ山へ 登 っ た と き、 神 が雲 の 中か ら

モ
ー

セ に 語 っ た エ ピ ソ ー ド （出19、 9〜 10参照 ）に 由来す る69）
。 上 記引用 に
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は 、 詳細 は語 られ て い ない が 、 グ レ ゴ リオス は他 の 箇所 で 、 こ の 段 階で 人 は

「徳 （ア レ テ
ー ） の よ り高い と こ ろ 」す な わ ち 「語 りえ ざる 神の 知 （ギ

theognosia ）」 に導か れ る と述べ
、 神の 観想 へ の さらな る前進が 起 こ る こ と

を暗示 して い る70）
。 この段階 にお ける観想 は浄化 を経 た状 態で あるか ら 「感

覚 に 由来す る知 を越 えて 」い る もの で あ り、 それ はすな わちオ リゲ ネス にお

ける 「自然学」 と同様 、 被造 世界 に お け る神の 事柄 （ロ ゴ イ）の 観想 と同 じ

く、 「思 惟 され る もの ・可 知 的 な る もの の 観想」 で あ る71）
。 グ レ ゴ リオ ス は

こ れ を 「見 られ る もの 、 現象 を通 して の 神 の 偉大 な る 栄光」72）とか 「存在

物 の 観想か ら生 じる もの と して 、 神的な力 に関す る知」
73）と も表現 して い

る。 だ が 、
こ の 段階 は さ らに深い 「闇」へ 向か う途中の 段 階で あ っ て 、 最終

到達地点で は ない
。

  闇

　 こ の段 階 は オ リゲ ネ ス の 神 秘思 想 に は見 られ な い もの で あ る が 、 グ レ ゴ リ

オス に とっ て は神体験の 最 も重要で かつ 究極的段 階で あ る 。 彼 は こ の 表象 を

モ ー セ が二 度 目に シ ナ イ 山 に登 り、 そ こ で 神の 呼び声 が す る 雲 の なか に 自ら

入 っ て い っ た エ ピ ソ
ー

ド （出24、 15〜 18参照）か ら解釈 して い る。

　 「と こ ろ で 、 『モ ー セ は 闇 （ギ gnophos ）の うちに 入 り、 そ こ に

お い て 神 を見た』（出20、 21） とあ る の は 、

一
体何 を意味するの か 。

なぜ な ら、 その よ うな表現 は 、 最初の 神の 顕現 と何 らか 反対 の こ と

で あ る と思 われ る か らで ある 。
つ ま り、 か つ て は 光の うちで 神的 な

もの が 見 られ た が 、 今は 闇の うちで と され て い る 。 だが 、
この こ と

は 、 霊 的に 観想 され て きた 一連 の 事柄 と矛盾す る と見 な され て は な

らない 。 聖書 の 言葉 は こ れ に よ っ て 次の こ とを教 えて い る の で ある 。

す なわ ち 、 敬虔の 知は その 最初 の 現れ に あ っ て は 、 そ れ が生 じる 者
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におい て 光 と して生起す る 。 それ ゆえ、 敬 虔に対立す る と考 えられ

て い る の は 闇 （ギ skotOS ）で あ る 。 した が っ て 、 闇か ら向き直 る こ

とは光の 分有 に よ っ て 生 じる の だ 。 しか し、 理 性 （ギ nous ）が よ

り大で 、 よ り完全 な志 向を通 して 前進 し 、 諸 々 の 存在者 につ い て の

知 ・把 握 （ギ katanoesis） を思惟 の うちで 生 み 出 そ うとす る とき 、

神 的本 質の 観想 に接近 す れ ば す る ほ ど 、 それ だ け一 層 、 かの 神的本

質の 観想 され ざる もの たる こ と （ギ atheoreton ）を明白に見 る に至

る の で あ る 。 た しか に 、 すべ て の 現象 を 、
つ ま り感覚が把握 す る 限

りで の もの だ けで な く、 思 惟が見 て い る と思 う限 りの もの も、 い ず

れ を も後 に して 、常 に よ り内な る もの に 入 りゆ き 、
つ い に は 思惟の

真摯 な憧憬 に よ っ て 、 見 られ えず知 られ えぬ か の もの に参与 す る に

至 る な らば 、 そ こ におい て 神を見る とい うこ と に な ろ う。 こ の こ と

の うちに、探 し求め られて い る もの の 真 の 知 ・観想 （ギ eidesis ）が

あるが 、 それ は見 ぬ こ と にお い て 見 る こ とで ある 。 なぜ な ら 、 探 求

され て い る もの は あ らゆ る知 （ギ eidesis ）を超えて お り、 何 らか 闇

に よ っ て で ある か の ご と く、把握 され えぬ とい うその こ とに よ っ て 、

周 りを囲 ま れ て い る 。 そ れ ゆ え 、 こ の 輝 く闇 （ギ ho　lampros

gnophos ） に参入 した人 た る崇高な ヨ ハ ネも 『何 人 も未 だか つ て神

を見 た こ とが な い 』 （ヨ ハ 1
，
18） と言 うの で ある 。 こ の 表現 に よ っ て

ヨ ハ ネは 、 神 的本質に つ い て の 知 （ギ gnosis）は 、 単に 人間に と っ

て で は な く 、 あ らゆ る可 知 的本性 に と っ て も到達 され えぬ もの だ と

主張 して い る の だ 。 そ れ ゆ え、 モ ーセ が 知 にお い て よ り大い な る者

とな っ た と き、 彼は 闇の うちで 神 を見 た と語 る の で ある 。 す な わ ち 、

すべ て の 知 と把握 とを超 えて い る か の もの こ そ 、 本性上 神的な もの

だ とい うこ とをモ ー セ は 覚知す る」 74）
。
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　 こ の 引用 にお い て は 、 最初 に前段 階の 観想 に関 して 短 く繰 り返 され る 。 ま

ず 「光」の 段階で の 観想 におい て は 「光の うちで神的な もの が 見 られ」 る こ

とで あ り、 それ は不敬虔 な事柄 、
つ ま り誤謬や 虚偽の 実在へ の 捕 らわ れ とい

う否定 的意味 で の 「闇」か ら解放 され る た め に 「光の 分有」が 必要 で ある こ

とが 説か れ．る 。 第二 段階 に つ い て は 「諸 々 の 存在者に つ い て の 知 ・把握」 と

表現 され て い る が 、
こ れ は 「雲」 の段階で あ り、 オ リゲ ネス 的用語 を使 えば

「自然的観想」 で ある 。 しか し 、 今 問題 とな っ て い る 第三 段 階 で の 神体験 、

す な わ ち 「闇」 にお い て 、 人 間は もはや 言表不 可能で 、 極めて パ ラ ドク シ カ

ル な神秘体験 に突 入する 。 そ れ は 、 神が まっ た く捉 えが たい 方で ある こ との

自覚の うち に 突入 す る こ と を意味 して い る 。
こ こ で は 「見 る」 こ と、 つ ま り

観想 は 「観想 され ざる もの 」 を見る こ とに よ っ て 成 り立つ
。 見 られ な い とい

うこ とを 「明 白に 見 る に 至 る」 の で あ り、 「見 られ えず知 られ えぬ か の もの

に参与 す る」す る こ とが 「神 を見 る とい う こ と」 に な る 。 「そ れ は見ぬ こ と

にお い て見 る こ とで あ る」。 なぜ な ら 、 「神的本質に つ い て の 知 は」絶対 的 に

「到達 され えぬ もの 」だか らで ある 。 「すべ て の 知 と把 握 とを越 えて い る か の

もの こ そ 、 本性 上神 的 な もの だ」か らで ある 。 こ うして 、 人 は 感覚的に 経験

しうる世界を背後におい て 見 えざる もの の うちに 、 グ レ ゴ リ オス の 表現 を使

えば 「輝 く闇」の 中で神 を観想 しつ つ 、神が すべ て の 知識 や 理解 を越 えた存

在で ある とい う認識 に 至 る 。 しか し 、 そ れ は単 な る認識で は な く、 「見 られ

えず知 られ えぬ か の もの に参与する」体験で ある 。 第二 の 段 階で はモ
ー セ は

雲の 中に入 っ て い っ たわ けで は な く、雲 の 外 にい た 。 しか し 、
こ こ で はすで

に モ ーセ は 雲の 中に入 っ た段 階で あ る 。
つ ま り、

モ ーセ は 闇に お い て神 の 本

質に再接 近 した の で ある 。 だが 、 神の 本質は無 限で ある 。 最接 近 した とは い

え、神 に到達す る わ けで は ない
。 接近 した と して も絶 えず神は 彼方 にい る 方

で あ る 。 したが っ て 、 神 へ の 到達 、 神 との 合一 は 実現不可 能 な もの で あ る 。

あ る の はた だ合
一

を欲す る欲求の み で ある 。 こ こ に エ ペ ク タ シ ス の 存す る所
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以がある 。

2． 4．脱 自お よび エ ペ クタシス の 原動力 として の愛

　神体験 は通常 の 感 覚的 、 理 性 認識 的体 験 で は な V  グ レ ゴ リオス に とっ

て は 、 そ れ ら を超越 した 体験 で あ るが 、 そ の こ と を彼 は しば しば 「脱 自」

（ギ ekstasis ） と表現する 。 先 に あげた第三 段階 、
つ ま り 「闇」の 段階で の

説明に お い て は 「感覚が把 握す る 限 りで の もの だけで な く、 思 惟が見て い る

と思 う限 りの もの も、
い ずれ を も後に して 」 と語 られて い るが 、 こ れ は 自己

の 通常 の 感覚把 握 、 理 性的把握 を捨 て 去 っ て しま うこ とが 意図 され て い る 。

厂脱 自」 は 意識 が 自己 とい う殻か ら超 出 した 状態 で あるが 、 す で に 最初期 の

著作 『処女性 に つ い て 』 は 「自己 を超越す る こ と」 とか 厂自分 の 本性 を超 越

す る こ と」 に つ い て 述べ て い る75）
。 また 、 「雅歌 講話』の 第六講 話 は 「感性

的認知 を超 える」 あ る い は 「感 覚的事柄 を棄 て 」 とい うよ うな表現 を使 っ て

い る76）
。 さ らに また 、 グ レ ゴ リオ ス は オ リゲ ネス に倣 い

、 「醒め た酩酊」（ギ

nephailios 　methe ） とい う表現 を持 ち 出 し 、 こ れ を 「人間が物体的 な もの か

ら神 的 な もの へ と脱 自 （ギ ekstasis ）す る よ うな酩酊」 と説 明 し77）
、 また

「その 酩酊 に よ る脱 自は 、 霊魂 に と っ て は よ り神的 に な る途で ある 」78） と語 る 。

ある い は 、 「眠 っ た まま 目覚め て い る」 79） とい う状況 も同 じで あ り、 すべ て

の 身体感覚が 捨象 され 、
つ まり 「眠 っ て い る」 が 、 魂 は神 の 顕現 に 「目覚め

た」状態で あ り、 そ れ は 「そ れ まで の 自分 自身 に比 べ て よ り高 め られ た者 と

成 っ た （ギ hypselotera　gegonen 　heaytes）」 80）こ とを意味す る 。 こ こ で 注

意すべ きは 、 脱 自状 態が 「最 も高め られ た」で は な く 「よ り高 め られ た」 と

い う比較級で 表現 され て い る こ とで あ る。
つ ま り、 脱 自はそ れ 自身で 完結す

る 究極の 至福状態 で は ない こ とが 示 唆 され て い る の で あ る 。 脱 自と は い え

「魂の 最終的安息状 態 な ど とい うもの は存在 しない 」81）の で ある 。

　 とこ ろ で 、 先 に も論 じた よ うにエ ペ ク タ シス とは 、 汲 み 尽 くす こ との で き
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な い 無限 の 神の 本性 へ 向けて の 人 間の 止 まる こ となき絶えざる 上昇ない し前

進運動 を表現す る もの で ある 。 そ して 、 か か る 無限 に上 昇す る 人間の あ り方

こ そ 、 その 「完全性」の 意 味する とこ ろ の もの で あ っ た 。
こ の エ ペ ク タ シ ス

の 教説 は 、 魂 と神 との 間に介在す る越 えが た い 深淵 に つ い て の グ レ ゴ リオス

の 理解が前提に な っ て い る こ とはすで に指摘 して お い た。

　で は 、 こ の 絶対の 深淵 に もか か わ らず、 そ れ を乗 り越 えて 、 神 へ 近 づ こ う

とす る人間の エ ペ ク タシ ス の 原 動力 とは何 で あ ろ うか 。 そ れ は 、 まさ に先 ほ

ど見 た よ うに 「霊 的感覚」が感知す る神現存の 甘美 さで ある 。 こ こ で い う神

現存の 感覚は あま りに も魅惑 的で あるが ゆ えに 、 もうこ れで 充足す る とい う

よ うな もの 、
つ ま り 「飽 き」 を覚える よ うな代物 で は な い

。 神経験 には 終局

が ない の で あ る 。 む しろ 、 味わ えば味わ うほ ど 、 さ ら に神 へ の 憧れ は 増 すば

か りで あ る 。 そ して 、
こ の よ うな神の うち に無 際限 に 引 き込 まれ て い く とい

う状 態が 、 グ レ ゴ リ オス の 意味 す る 「自己 の 外 に 引 き出 され る状態」、
つ ま

り脱 自で あ る 。 それ は 「魂が
一

層深い 神 の 知 を慕い 求め 続 け る とい う意眛」

で ある82＞
。 魂は神 を味わ うこ とに よ っ て 、 深い 喜び を感 じるが 、そ の 一 方で 、

さ らに なお神 を求 め よ うとす る激 しい 欲求が 起 こ る 。
エ ペ ク タ シ ス は 、

こ の

エ ク ス タ シ ス が絶えず生起 し続 ける こ と に他な らな い
。

　 こ の よ うな人 間 の エ ペ ク タ シ ス の 原動 力 、 絶 え ざる脱 自運 動 、
つ ま り神 に

向か っ て 自己の 外 へ 引 き 出そ うとす る推 進力 は 「愛」で ある 。 グ レ ゴ リオ ス

は 「愛」に つ い て 「ア ガ ペ ー」 と 「エ ロ
ー

ス 」 とい う二 つ の 言葉 を使用 して

い るが 、 ア ガ ペ ー
は神か ら人 間 に向か う愛 の こ とを指 し 、 具体的 に は受肉 し

た独 り子 にお い て 示 され 、 人 間を神 に招 き入 れ る愛で あ る83）
。 そ して 、

こ の

よ うな愛に感動 して 、神 を慕い 求 め る情 熱愛が 人 間の うち に生ずる 。 こ の 情

熱愛が エ ロ ース で あ る84）
。

　　「エ ロ ー
ス 」 をキ リス ト教神秘思想の 概 念 と して 論 じたの は オ リゲネス が

最初 で あ る が85）
、 彼 自身は こ の 概念をプ ラ トン の 『饗宴』か ら引 き継い だ 。
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もちろ ん 、 彼は エ ロ ー
ス の 目指す もの が絶対 的 な美の イ デ ア とす る プラ トン

の 考えを修正 し 、 その 究極 目的 を神の み こ とば との
一

致で あ る と した 。 グ レ

ゴ リオス もオ リゲ ネス に倣い 、 エ ロ ー ス を神 に 対す る 人 間の 憧 れ 、 熱望の 根

源 とみ な し、 多 くの 修徳 的著作の 主 題 と して 論 じて い る86）
。 た とえば 「処女

性 に つ い て 』 は 、
エ ロ ース を 肉体 的 な愛か ら精神的な愛へ と移 し替 えて い る

し、 こ の 概念は 『キ リス ト教綱要』 の 中心 的動機 と もな っ て い る 。 イ ェ
ー

ガ ー
が 指摘す る よ うに 、 この プラ トン 的概念は グ レ ゴ リオス の 全著作 に浸 透

して い る87）
。 と りわ け顕著 なの が 『雅歌講話』で 、 その なか で もと くに 「私

は 恋 に病ん で い ますか ら」 （雅歌 2
，
5） とい う一

節 を解釈す る 箇所は 印象深

い 。 そ こ で は愛 の 射 手 な る御 父が 、 愛 の 矢 で ある 御子 を放 っ て 、 花嫁 な る魂

を射 抜 い た と解釈 され 、 「実に そ れ は善 き負傷 、 甘 き痛 み で あ り、 こ れ に よ

り命が魂 を貫 く」が 、 その 結果 、 花嫁 なる 魂 その もの が清め られ 、 自らが愛

の 矢 とな る と説 く88）
。

　その 『雅歌講話』で 、 上 に挙げた神か ら人 間へ 向か う愛で ある 「ア ガペ ー」

が エ ロ ー ス と共 に人 間の 神 に向か う愛 と して も表現 され る こ と もある 。
こ の

場合 、 厳密 に は ア ガ ペ ー とエ ロ ース は 同
一

の もの で は な く、エ ロ ー
ス は 神 を

知ろ うと して 自らの 外 へ 身を乗 り出す 、
つ ま りエ ペ ク タシ ス 的憧れ に 駆 り立

て られ る とい うア ガ ペ ー
の 脱自的な側面 を強調す る もの と して 使用 され て い

る 。 す なわ ちグ レ ゴ リオ ス が 「エ ロ ー ス と は 延 び 広 げ られ た愛 （ギ epite 一

七amene 　agape ）」 89＞と表現 して い る よ うに 、 「エ ロ ー
ス 」は 「ア ガ ペ ー」の

エ ク ス タシ ス 的側面 を指す 。 こ の 神 の ア ガペ ー に 感動す る こ と に よ っ て 生 じ

る 「延び広げられ た ア ガ ペ ー」 す なわ ちエ ロ ー
ス こ そが エ ペ ク タ シ ス の 原動

力 なの で ある 。

結語

　ニ ュ ッ サの グ レ ゴ リオス は 、 神 を観 る とい うこ と 、 神 を知 る とい うこ とは
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どうい うこ となの か とい う問題 に生 涯 をか けて 取 り組ん だ 。 そ の 結果 、 初代

キ リス ト教霊性神秘思 想は 、 彼 に おい て 最終的な体系づ けを見 る こ と とな っ

た 。

　そ の 体系の 根底 にあ る の は 、 神性 の 「無限性」 とその 「知解不可 能性」 を

ラ デ ィ カ ル に主張す る 「否定神学」で あ る 。
こ れは対エ ウノ ミオ ス 論争 とい

う特殊な文脈の な か で 形成 されて きたが 、 同時 に神の 有限性 を是 とする オ リ

ゲネス 神学の 大 きな路線変更 と もな っ た 。

　こ の 無 限で 不可知 の 神性 とい う神論に対応 す る人 間論 が 問題 とな っ た とこ

ろ に 、 グ レ ゴ リオス の 神秘思想 が本格的 に開始す る 。 無 限で 不可知の 神に対

して 人 間が とるべ き理想 的生 き方 は何か を追求す る こ と 、
こ れ が彼 の 神秘思

想の 根 本動機で あ っ た 。 グ レ ゴ リオ ス の 人 間論の 出発点は 、 福音書 に示 され

た 「人間の 完全性」す な わ ち 「徳」 で あ っ た が 、 そ の 内実 とは 、 無 限の 神 に

向か う絶 え ざる歩み で あ っ た 。 神は 無限 で ある が ゆ え に 、
こ れ に対応 す る人

間 の 神 へ の 上 昇 運動 も停 止 しえな い
。 彼 は こ れ を 「エ ペ ク タ シ ス 」 と呼ぶ 。

つ ま り、 人間 は神の 無限性 に エ ベ ク タ シ ス とい う運動 に よ っ て 参与 して い る

の で ある 。 そ し て 、 人 間の 完全 性 とは、神 に 達す る た め の 運動 の そ の 極点 に

お ける停止で は な く、 ま さにい ま運動 し、 前進 し、 上 昇 して い る プロ セ ス そ

の もの をい う。 神秘思想の プ ロ セ ス 中心 主 義 はす で にユ ダヤ 人 フ ィ ロ ン が 主

張 して い た こ と で あ るが、 グ レ ゴ リオ ス は こ れ をキ リ ス ト教 の 枠 内で 主 張 し

た 最初の 教 父で あ る 。

　 で は 、そ の プ ロ セ ス の 中 身は ど うな っ て い るの か 。 す な わ ち、神 を見 る 、

神 を知 る とい う神体験の 道程 をグ レ ゴ リオス は どの よ うに 描い て い る の か 。

彼は 、 人間に神体験 を可能 とす る もの と して 「鏡 と して の 魂」お よび 「霊 的

感覚」 を挙 げ、 そ れ らに よ っ て 可 能 となる 神体験 、 す なわ ち魂の 神 へ 向けて

の 上 昇 を三 段 階 に分 けた 。 す なわ ち 、 「光」 の 段 階か ら 「雲 」の 段階 を経 て

「闇」 の 段 階 へ 至 る 過程 で 、 言い 換 えれ ば 、 見え る段 階 か ら見 えな い 段階 へ
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の 移行で あ り、 究極的 に は まっ た く見 え ざる段階におい て こ そ真に神が 存在

し 、 そ こ にお い て こ そ 真の 神 を体験す る と考 えた 。 まず 厂光」の 段階で は 誤

謬や 虚偽の 実在 へ の 捕 らわ れか ら解放 され 、 「雲」の 段階 に お い て 、 オ リゲ

ネス 的用語を使 えば 「自然的観想」 に入 る 。 そ して 、 究極段 階 で あ る 「闇」

にお い て 、神は 見 られ ない とい うこ とが 明 白に見 え る こ と 、 見 ぬ こ とにお い

て 見 る とい っ た 、 もは や言 表不 可 能で 、 極 め て パ ラ ドク シ カル な神秘体験 に

突入す る 。 なぜ な ら 、 神 的本 質 に は絶対 的 に到達不可能 だ か らで ある 。 神の

本質 は無限で あ る 。 接近 した と して も絶 えず神 は彼方 にい る 。 魂 は そ うい う

こ と を明 白に認識 す る が 、 しか し、 そ れで も神 へ 到達 したい とい う欲求 、 神

との 合 一 を欲 す る 欲求 、 神 を絶 えず慕い 求め る情熱愛す な わ ち 「エ ロ ー ス 」

が働 く。 こ の エ ロ
ー

ス を原動 力 と した 、 無 限の 神 の 本性 へ 向けて の 人 間 の 止

まる こ とな き絶 えざ る 前進運動 、 す なわ ちエ ペ ク タシ ス 。 こ れ こ そ 、 グ レ ゴ

リ オ ス が 理想 とす る 人 間の 完全性 、 「徳」 に ほ か な らない
。

　カ ッ パ ドキ ア 三 教 父の 初代キ リ ス ト教霊性 史 にお ける役割の 大 きさは 強調

しす ぎる とい うこ とは ない
。 まず 、 グ レ ゴ リオス の 兄バ シ レ イ オ ス の 霊 性史

上 の 最 大 の 貢献は 、パ コ ミオ ス に よ っ て創 始 され た共修制 を完成 させ た こ と

で ある 。 それ も単に共修制の 制 度的 、 法的 な確立 に貢献 した ばか りで は な く、

その 具体的な中味 に まで 分け入 り、 修道生 活に お ける様 々 な局面 で の 指針 を

策定 し 、 後世 の 東方ばか りで な く西方の 修 道規則 の 雛形 を作 っ た の で あ る 。

　
一

方 、
バ シ レ イ オ ス の 友人 ナ ジ ア ン ゾス の グ レ ゴ リオス は 、

バ シ レ イオス

の よ うに修 道生 活 の 制度 や指 針で は な く、 霊 性全 般 に わ た る 「神 学的理 論」

を展 開す る こ とを テ ーマ と して い た 。 その 理論 の 主題 は神 化思想 と神 認識 の

二 重構造 （神 的本質の 不可知性 と神的業に お い て 顕現する神の 可知性 〉の 二

点で あ っ た が 、 こ れ らの 主題 は 実際、後世 の 東方神秘思 想 の 骨格 と な っ た 。

初期 キ リス ト教 の 霊 性は、 以上 二 人 の カ ッ パ ドキ ア教 父の 貢献 に よ りさ らに

深 ま り、 さ らに豊 か な もの とな っ た が 、 しか し 、 霊性 に 欠かせ ない もう
一

つ
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の 伝統 、 す なわ ち神秘思想 の 確立 に貢献 した の が ニ ュ ッ サ の グ レ ゴ リオス で

ある 。 大まか な言い 方が許 され る とする な らば 、
バ シ レ イオス は霊性 の 修道

制度的側面、 ナ ジア ン ゾス の グ レ ゴ リオス は霊 性の 神学理論的側面、 そ して

ニ ェ ッ サ の グ レ ゴ リオス は 霊性 の 神秘思想 的側面の 深 化 に 貢献 した と言える

で あろ う。 と くに 、
ニ ュ ッ サの グ レ ゴ リ オス は初期キ リス ト教神秘主義 を一

つ の 完成 に導き、 の ちの 東方教会の 神秘思想 、 と くに ア レ オパ ゴ ス の デ ィ オ

ニ ュ シ オ ス の 否定神学や神 秘神 学 に決定 的な影響 を与 えた ばか りか 、 ビザ ン

ツ 霊性 の 神学 的根拠 をなす神 に お け る本質 と働 きの 区別 とい う考え方の 道筋

をつ けた 。 さ らに 、 東方教会の み な らず 、 西 方教 会に お けるい わ ゆ る 「夜の

神秘主義」で の 神観想 の 思想 の 成 立 に も影響 を与えた 。 後世 の 霊性思想 に お

ける彼の 影響の 大 きさに つ い て は まだ研究 し尽 くされ て い ない 。 今後の 課題

と して 指摘 して お きた い 。
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　　　なすべ きで ある とい う見解に つ い て は、川島忍 「観想と実践　一　ニ ュ ッ サ の グ レ ゴ リオ ス

　　　の 『モ
ーセ の 生涯亅に おけ る 霊性神学」『南山神学別冊 』第四号 （1985年）1〜80頁参照。本

　　 研究で は 『モ
ー

セ の 生 涯』は観想 の 神秘体験 を称揚 して い るの で はな く、
エ ウ ノ ミ オ ス 等の

　　 異端 との 闘い を背景 に 、若い 司牧者が こ れ に惑 わ されず、彼 ら に徳 に お い て 不断に成長 して

　　　い くよ う勧告する霊性神学書で ある こ とを、説得力 あ る仕方で論 じて い る。 た だ 、 主張の根

　　 幹で ある 「神秘思想」 の 書 と霊性神学書 との 違い が明確で はない
。 我 々 と して は 、 霊性神学

　　　に は神秘思想 も含まれ る とい う立場 をとっ て い るため、本書 はそ うい う意味に おい て は霊性

　　 神学書 と名づ けるが 、神秘思想 を排除 した もの とは考えて い な い
。

16） C£ M ．Viller／K，　Rahner ，　Aszese　und 　Mystik　in　der　Vtiterzeit，　Freiburg　im 　Bresgau　1939

　　　（以下 Aszeseと略記） ，
136．

17）　グ レ ゴ リ オス を神秘主義 の 思想家 と して捉 えた代表的 な研 究者は 、W ，フ ェ ル カーと J ・ダ

　　　ニ エ ル ーで ある が （Cf．　W ．　V61ker
，
　Gregor　von 　Nyssa　als 　Mystiker

，
　Wiesbaden 　1955；」，

　　 Dani 色lou
，
　Platonisme　et 　th6010gie　mystique ．　Doctrine　spirituelle 　de　saint 　Gr6goire　de

　　 Nysse
，
　Paris　19532）、 1960 年代 か ら 、 と くにE ・ミ ュ

ー
レ ン ベ ル ク の 研究以来 （C £ E ．

　　 Mtih ］enherg
，
　 Die　Unendlichkeit 　 Gottes　bei　Gregor　von 　Nyssa ．　 Gregos 　Kritik　am

　　 Gottesbegriff　der　klassischen　Metaphysik，　GOttingen　l　965＞、グ レ ゴ リオ ス を神秘主義的

　　　に解釈する傾向は弱め られ て きて い る。欧米に較べ 、本邦 で の グ レ ゴ リ オ ス 研究 はまだ立 ち

　　 遅れ て い る なか で 、土井健司 の 『神認識 と エ ペ ク タ シ ス 』 （創文社 ・1998年〉は邦語に よ る

　　 唯
一と い っ て よ い 本格的研究書で ある が 、 土井 も神秘 主義者 として の グ レ ゴ リオス 解釈 の 立

　　 場を と っ て い ない
。 土井はグ レ ゴ リ オ ス 解釈の要 を神認識 とし、神秘主義的な神認識論でほ

　　　ぽ 占め られ て い る先行研究に対抗 し、グ レ ゴ リオス の神認識 を 「神秘主義的で ない 仕方で解

　　 釈する こ とを試み 、 こ れを組織的に仕上 げる」（同書12頁）こ とを本書で 目論ん で い る 。 先

　　 行研究の綿密な対論 と緻密な原典読解に よ る説得力 ある論 の 展 開は見事で あるが 、 本稿 で は 、

　　　こうした先端 を行 く研究以前 の 神秘主義的解釈を提 供す る に 留め て お く。

18） 神の 無限姓 や 知解不可能性に つ い て 詳 し くは、手塚奈 々 子 「ニ ュ ッ サ の グ レ ゴ リ オ ス に おけ

　　　る 神 の 無限」『日 本 カ トリ ッ ク神学会誌』 第7号 （1996年） 36 − 53頁参照。

19） Cf．　Origenes
，
　De 　principiis．2

，
9

，
1；4 ，

4，8 ＝P．　Koetschau （ed ．），　Origenes　Werke ，　FUnfter

　　 Band ．　De　principiis（GCS ），
　Leipzig　1913

，
164 （w ．　3−6）；359（vv ．16−17）．なお 、 両テ キス トは

　　 ル フ ィ ヌ ス に よる ラ テ ン語版 （SC　252
， 352−354；SC　268，420）に はない が 、

ユ ス テ ィ ニ アー

　　 ヌ ス の マ ン ナ ス宛て の 書簡の 中 （SC　253，211・212；SC　269
，
262−263）に引用されて ある 。
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）

）

）

）

）

）

O12345222222

）

）

）

∫
079Q222

29＞

30）

31＞

32）
33）

34＞

35）

36）
37）

38）
39）

40）

41）

42）
43）
44）

45）

）

）

rO744

・

C£ Origenes，　De　princip，2，9，
1＝ed 。　P，　Koe七schau

，
　op ．　ci七．

，
164（vv ，3−6）．

C £　Gregorius，　Nys．，　De　vit 　Moys．2， 236・237　．　SC　lbis， 107・108．
Cf．　Origenes

，
　De 　princip．2，

8
，
3 ≡ ed ．　P，　Koetschau，　op ．　cit．，159（vv ．5−9）、

C £ ibid，2
，
9

，
6 ＝ 169（v ．30）−170 （v ，12）．

Cf．　Gregorius　Nys 。
，
De 　vit，　Moys ．2

，
236−239 ＝SC　lbis，107−109．

彼の思想は サ ラ ミ ス の エ ピ フ ァ ニ オ ス （Epiphanius ， 315頃〜403 ）の 『全異端反駁論』 に収

め られ て い る小論Syntag 皿 ation に よ っ て 知 られ る 。 同小論 の 批 判的校訂本 は 、　 L ．R ，

Wickham （ed ，），　The　Syntag皿 ation 　ofAetius 　the　Anomoean
，
　JTS 　19 （1968），532−569。

た とえば 、
ユ ス テ ィ ノ ス は 「生 まれ ざる神」 と呼ん で い る （1　Apologia，

14）。

C£ AMeredith ，
　The　Cappadocians

，
　St，　Vladilnifs　Seminary　Press，　New 　York　l　995 ，

64．

MF ，　Wiles
，
　Eunomius ；　hair−splitting 　dialectician　or　defender　of　the　accessibility 　of 　sal −

vation
，
　in：Rowan 　Williams （ed ，），　The 　Making 　of 　Orthodoxy ：Essays　in　Honour 　of　Henry

Chadwick，Ca皿 bridge　1989，169．

H ・1 ・マ ル
ー著、橋口倫介監訳 『キ リス ト教史 ・第2巻 ・教父時代』〔講談社 ・1980年）78

〜79頁参照。

た とえばBasilius
，
　Adv ．　Eunomium ＝ PG 　29，540C ；Socrates， 且 istoria　ecclesiastica ＝ PG

67
，
473B ．

C £ Gregorius 　Nys 、
，
　Colltra　Eunomium 　3，105 　 ・W ．　Jaeger （ed ．），

　Gregorii 　Nysseni 　apera 　1−

II．　Contra　Eunomium 　Libri（ed ．W ．　Jaeger），
　Leiden　1960

，
　II，39 （vv ．6−17）．

C£ PG 　44，1268B．

拙稿 「初代キ リス ト教霊性史 （3）キ リス ト教神秘思想の起源　
一

　新約 聖書 、プ ラ トン、

フ ィ ロ ン
、 ア レ クサ ン ド レ イアの ク レ メ ン ス」『エ イ コ ーン』第20号 （1999年）77〜79頁参

照 。

バ シ レ イ オ ス に つ い て は大森正樹 『エ ネ ル ゲ イア と光の 神学　
一

　グ レ ゴ リ オ ス ・パ ラ マ ．ス

研 究』（創文社 ・2000 年）153〜159頁参照 。

ナ ジ ア ン ゾ ス の グ レ ゴ リ オ ス に つ い て は 拙稿 「カ ッ パ ドキ ア 三 教父 の 霊性 （そ ワ）
一．．・
）一 カ

エ サ レ イ ア の バ シ レ イ オ ス とナ ジ ア ン ゾス の グ レ ゴ リオ ス 」 『神戸海星女子学院大学研究紀

要』第4S号 （2007年）116−v119頁参照 。

Cf，　Ibid。2，12−13＝ibid．1，230（w ．18−30）．

Id．　De 　beatitudinibus　6　＝　J．F，　Callahan （ed ．），
　Gregorii　Nysseni　opera 　VIY2，　Leidenf　New

York／Kbln　l　992
，
141（w ．25・27）．

Cf．　A ．　Meredith
，
　op ．　cit．，59−60．

手塚奈 々 子 、
L掲書42〜44頁参照 。

デ ィ オ ニ ュ シ オ ス に 至 る否定神学の 発展 を方向づ けた グ レ ゴ リオ ス の 役割につ い て は 、 H ．−

Ch．　Peuch
，
　En 　quete　de　la　Gnose　I

，
　Paris　l　978，119−」41参照 。

Gregorius　Nys ．
，
De 　vit．　Moys ，1，5 ＝ SC　lbis，2−3．傍点 は筆者に よ る 。

Gregorius　Nys ．
，
In　Cant．8　＝ 　ed ．H ．　Langerbeck

，
　245（v ．11）−247（v．18）．

Ibid，　De 　vit ．　Moys ．1
，
　10　＝ 　SC 　lbis

，
4。

Ibid，　De　perfectione　＝ 　W ．　Jaeger （eの ，
　Gregorii　Nysseni　opera 　VIIVI．　Opera　ascetica （ed ．

W 。Jaeger／J．P．　Cavamos ／V ．W ．　Callahan），
　Leiden　1967

，
214．邦訳は、手塚奈々子、上掲

書49頁 。

拙稿 「初代 キ リス ト教霊性史 （3）キ リス ト教神秘思想 の 起源　
一

　穎約聖書、プ ラ ト ン、

フ ィ ロ ン 、ア レ クサ ン ドレ イア の ク レ メ ン ス」『エ イ コ ーン」第20号 （1999年）83〜85頁参

照 。

Id，　De　beatitudinibus　6 ＝ ed ．　J．F，　Callahan，142（vv ．13−15）．

Id．　De 　beatitudinibus　6 ＝ ed ，　J．F．　Callahan，142 （w ．20−22）．
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48）　Id，　In　Cant．3 ＝ 　ed ．H ．　Langerbeck
，
90（w ．6−16）．

49） Gregorius　Nys．，　In　Cant，15 ＝ ed ，H．　Langerbeck，439（w ．5・11）．
50） C £ ibid。440（v ，7）−441（v ．6）， 以上 の グ レ ゴ リ オス の教えは確か に キ リス ト教的で は あ る が、

　　 しか し、やは り新プ ラ トン主 義の 影響 も顕著で ある 。 た とえば、もし新 プ ラ トン 主義の 大家

　　 プ ロ テ ィ ノ ス （Plotinos， 205頃〜269または270）の 『エ ン ネ ア デ ス』 を読めば 、 グ レ ゴ リオ

　　 ス の 教えが新プラ トン主義 とい かに関係 が深い か分か る 。 なぜ なら 、 新 プ ラ トン 主義に お い

　　 て も、浄化 に よる神 との 類似化、浄化が情念と質料的な もの の 脱却で あ り、徳の 獲得である

　　 こ と、神 との似姿性が魂 の 美 しさ で あ り、その 美 しい 魂は、それ に よ っ て 神の 美を見 る鏡で

　　 ある こ とな どが教え られ て い る か らで ある 。 グ レ ゴ リオス の 教えとプ ロ テ ィ ノ ス の それ の 近

　　 似性に つ い て は F．Diekamp
，
　Die　Gotteslehre　des　hL　Gregor　von 　Nyssa 　I

，
　MUnster 　1869

，

　　 83−86お よ び G ．Horn ，
1、e “

miroir
”

，
　la “

nu6e
“

，
　deux 　mani6res 　de　voir 　Dieu　d’

apr6s 　S．
　　 Gr6goire　de　Nysse，　RAM 　8 （1927），114−122参照 。

51＞　こ れ に つ い て 詳 し くは K ，Rahner ，　Le　d6but　d’

une 　doctrin　des　cinq 　sens 　spirituels 　chez

　　 Orig6ne，　in：RAM 　13（1932），　l　l　3−145参照 。

52）　た とえばOrigenes，　Contra　Celsum 　l
，
48 ＝ H ．　Borret

，
　Orig6ne．　Contre　Celse　1．　Livre 　1　et 　TI

　　 （SC　l　32），　Paris　l967，202−204参照 。

53）　Gregorius 　Nys ．
，
　In　Cant，11 ＝ ed ．H ，　Langerbeck

，
324（w ．7−12）

54） Ibid．1 ＝34（w ．2・18）。

55）　 Cf　ibid，4 ＝ ll7（w ．4−14）．

56）　Ibid．＝ ll9（vv ．6−7）．

57） エ ウ ア グ リオ ス の 三段階説に つ い て は 、 拙稿 「東方修道制 におけ る観想　一　ポ ン トス の エ

　　 ウ ア グ リオス を中心に して」『日本カ ト リ ッ ク神学会誌』第 6号 （1995年）1〜21頁参照 。

58） オリゲ ネス の 三段階説に つ い て は、拙稿 「初代キ リス ト教霊性史 （4 ）オ リゲネ ス の 神秘思

　　 想」『エ イ コ
ー

ン』第21号 （1999年）61〜73頁参具最。

59）　Cf．　Gregorius　Nys 、
，
　In　Cant．1 ＝ ed ．H ．　Langerbeck

，
16（v ．14）−18（v ．7），

60）　Ibid，11 ＝ 322（v ．9）−323（v ，9）．

61） A ・ラ ウ ス rキ リス ト教神秘思想 の 源流　
一

　プ ラ トン か らデ ィ オ ニ シ オ ス ま で』水落健治

　　 訳 （教文館 ・1988年）145頁参照 。

62） 手塚奈々 子、上掲書38〜39頁参照 。

63） Cf，　Gregorius　Nys．，　De　Vit．　Moys．，1，20−21；II，19−41 ＝ SC　l　bis
，
9−10；37．43，

64）　C£ ibid．　II，23−24；II，25 ＝ 38；38−39．

65）　Ibid．　II，157 ＝ 79．
66） グ レ ゴ リ オ ス の 第三 の 道 の りで あ る 「闇」はギ リ シ ア語で gnophos で あ り、こ れ と混同 して

　　 は ならな い 。

67） Gregorius　Nys ．
，
De 　vit．　Moys ．　II

，
162 二 SC　l　bis

，
80−81．

68＞　Cf．　ibid．　II，154 ＝ 78．

69）　Cf　ibid．1
，
42−49；II，

152−169＝43−45 ；77−84．
70）　　Cf．　ibid．　II，

152＝77，

7t）　C £ ibid．　II
，
156；78−79．

72） Gregorius　Nys．，De　vit ．　Moys ．
，
II，且6S ＝ SC 　l　bis

，
　Sa．．

73）　Ibid．　II
，
169 ＝ 83−84．

74）　Ibid．　II
，
162−164 ＝80−82．

75）　C £ id，，De 　virginitate 　10 ； SC　l　l9
，
368−378．

76）　C £ id．，　ln　Cant．6 ＝ed ．H ．1、angerbeck
，
173（vv ．10−11）；181（v ．13）．

77）　Cf．　ibid．5 ＝156（w ．18−20）．

78）　Ibid．11＝ 3置0〔v ．20）．
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79）

）

）

＞

＞

0123Ω
68008

84）
85）
86）

87）
88）

89）

こ れは 、 『雅歌 』5章2節 「私は眠 っ て い て も、心は 目覚め て い ます」とい う文言にちなん で

語 られ て い る 。

Cf．　ibid，1  ＝312（w ．7−8），

ラ ウ ス 、 上掲書164頁 。

同 上 163頁参照 。

グ レ ゴ リオス は、「私 は愛の 痛手を受け て い る」（雅2、5） とい う 『雅歌』 の 言葉の 解釈 に際

し、ア ガ ペ ー
そ の もの である神を 「矢の 射手」 に 、 独 り子を 「矢」に譬え、神はそれ を人間

に向けて射放 っ たか らだと説 く。 矢の鏃が突 き刺 さ っ た人は、矢の み ならず 、 射手 、 すなわ

ちア ガペ
ー

その もの も貫通す る 。 そ の 傷 は美 しく、 甘美な る もの で ある 。 Cf．　Gregorius
Nys．

，
　In　Cant．4　＝ 　ed ．H ．　Langerbeck

，
127（v ．7）−128（v．7）．

大森他 「雅歌 講話』 tl頁参照 。

Cf，　A 　Meredith
，
　op ．　cit．，16．

Cf．　G ．　Horn
，
　L，amour 　divin．　Note　sur 　le　mot “Eros” dans　saint 　Gr6goire　de　Nysse ，

　in：

RAM 　8 （1927），
　l　l3−31．

Cf．　W ．　Jaeger，　Two 　Rediscovered　Works
，
76．

C £ Gregorius　Nys．，　In　Canticum　canticorum 　4 ＝ Gregorii　Nysseni　opera 　VI
，
127

，
7．類似の

比喩はibid．5；　13　＝ 　ibid．，138，4；383，9に も見 られる D ．

Gregorius　Nys ．
，
　ln　Cant．13 ＝ ed ．H ．1．angerbeck ，383（v ．　9）．大森他 『雅歌 講話』310頁で は、

epitetamene 　agape 「高め ら れ た愛」 と訳され て い る が、こ れだ とや や運動的ニ ュ ア ン ス が

薄れて い る よ うに思わ れ る
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